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はじめに 

１ 

社会情勢は年々変化し、人口減少や景気変動を始め、人々を取り巻く
環境は、生まれた年代によって大きく異なっている。 
また、30年前の60歳代と今日の60歳代が大きく異なっているように、 
時代の変化にあわせて、ある年齢の人々を捉える視点を変えることも 
必要である。 
この議題は、そのような「世代」視点から、県の中長期的な施策の 
展開を考えるものとしたい。 

【論点】 
議題資料では、生年を10年ごとに区切り、各「世代」の現在の特徴を例示 
するとともに、象徴的に2020（平成32）年、2030（平成42）年において 
各「世代」が直面する可能性のある課題の一例を挙げた。 
それぞれの「世代」の未来を見据え、今から想定しておくべき課題や、 
県が中長期的に取り組むべき施策の視点について、大局的な観点から 
ご議論をいただきたい。 
















